
➢ 認知症の症状に応じた適切な医療・介護サービス
の提供

➢ 認知症疾患医療センターの充実
➢ 認知症の症状に応じた適切な医療サービスのため
の人材育成

➢ 認知症初期集中支援チームや認知症地域支援推進
員の充実

➢ 認知症ケアに携わる介護従事者の介護技術の向上
➢ 医学生等に対する認知症教育の強化

➢ 認知症に対する国民の理解促進
➢ 地域包括ケアの体制整備（地域包括支援センターの機能強化）

認知症施策の抜本強化に向けた提言

【背景】
昨年７月に、全国知事会として「超高齢社会非常事態宣言」を行ったが、その後も認知症の人に関わる事件事故は後を絶たない。
認知症の人や家族の視点に立った早急な取組を進めなければ、家庭の崩壊や社会的損失の増大をも招きかねない。

１ 認知症に対する理解促進と地域で認知症の人を支える体制の構築

➢ 認知症の人と家族の思いの施策への反映
➢ 認知症の人による事故に起因する損害への賠償制度
➢ 自動車運転免許返納後の移動手段の確保等
➢ 成年後見制度の利用促進
➢ 高齢者虐待防止対策の強化
➢ 若年性認知症になっても本人の力を最大限に活かせ
る環境整備

２ 認知症の人への生活支援

➢ ダブルケアラー・ヤングケアラーへの支援
➢ 介護離職ゼロへ向けた介護休業・休暇制度
の充実及び利用率の向上

➢ 負担軽減につながる介護方法の啓発

３ 認知症の人を介護する家族への支援

４ 認知症ケアの推進

➢ 認知症施策を推進するための法律制定と認知症施策緊急強化基金の創設
➢ 認知症高齢者の急増に対応可能な財政措置の拡充

６ 認知症施策の加速的な推進

➢ 認知症予防・治療に関する研究開発の加速
と治療方法の標準化

➢ 高度先端技術開発等による認知症の人が
暮らしやすい環境整備

５ 国による認知症に関する
研究・技術開発の促進

認知症の人を地
域全体で支える
ため

認知症の人が住
み慣れた地域で
暮らし続けるため

認知症を支える
基盤整備のため

認知症施策を
加速するため


